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人口の動き

10月1日現在
人口計ワ9，928

(+ 20) 
男 38，316 
(+ 1 1 ) 

女 41，612
(+ 9) 

世帯数 26，01 9 
(+45) 

は前月比
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-限りある資源を大切に……ー・………・・・・……….2~ 3 

・犬や猫も家族の一員です…・・………ー…ー・…・…・ 8~9

(10/10 ・市コミセン)
第4回目を迎えた「健康・福祉まつり」、ちひ、つ子
からお年寄リまで約5，000人が参加しました。
このまつりは、健康づくりとあたたかいふれあ

いの中で、生きがいのある社会を築こうと開催さ

れているもので、健康相談をはじめ、食生活や歯

のチェック、在宅介護、骨粗転症検診などのコー

ナーが設けられました。各コーナ とも行列がで

きるなど関心の高さに嬉しい悲鳴、みんな汗だく

で対応していました。

また、屋外ステージでは、健康長寿表彰、器楽

の演奏、もちまきなどが行われたほか、ゴー力一

卜や巨大フワフワは子どもに大人気。楽しそうな

歓声がいつまでも響き渡っていました。

このほか、市民体育館などでは市民スポーツ大 t

会も行われ、さわやかな秋空の中でのここちょい

汗にう~ん気持ちよか-----!



限

り
あ

る

資

源
を
大

切

現
在
、
日
本
全
国
の
{
杢
陸
な
ど
か
ら
出
さ
れ
る
ゴ
ミ
の
量
は
、

1
日

約
日
万
9
、
7
0
0
卜
/、1
年
間
で
は
お
よ
そ

5
、
1
0
0
万
ト
/
(
引
年
)

で
、
し
か
も
、
そ
の
量
は
年
々
増
え
る
傾
向
に
あ
り
、
大
村
市
で
も

叩
年
前
の
対
比
で
約
川
倍
、
こ
の
5
年
間
で
日
%
増
加
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
現
在
新
ゴ
ミ
処
理
施
設
の
建
設
を
進
め
て
い
ま
す
が
、

さ
ら
に
、
ゴ
ミ
の
減
量
・
資
源
化
を
図
り
、
暮
ら
し
ゃ
す
い
ま
ち
づ

く
り
の
た
め
に
、
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

生
ゴ
ミ
の
堆
肥
化
容
器
、
が
借
り
や
す
く

な
り
ま
し
た

今
ま
で
は
、
モ
ニ
タ
ー
と
し
て

1
年
間
投
入
量
の
報
告
が
必
要
で

し
た
が
、
報
告
義
務
が
な
く
な
り
、

貸
し
出
し
対
象
者
が
次
の
と
お
り

に
な
り
ま
し
た
。

①
市
内
に
居
住
し
て
い
る
人

②
生
ゴ
ミ
の
減
量
に
協
力
し
て
い

た
だ
け
る
人

な
お
、
貸
し
出
し
は
1
世
帯
1

個
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※・・堆
発容商肥
酵量品化
促 j 名容
進 1 器
弗リ 3 コσ〉
付 O ラ概
~ R ポ要
初ン
回
の
み

再
資
源
化
物
回
収
推
進
報
奨
金
交
付

制
度
の
ご
利
用
を
ノ
・

平
成
5
年
度
か
ら
こ
の
制
度
が

始
ま
り
ま
し
た
が
、
す
で
に
mm
団

体
が
、
こ
の
制
度
を
利
用
し
て
い

ま
す
。

可了

-
平
成
5
・
6
年
度
活
動
状
況

平成 平成 年

年度6 
5 

年度 度

94 86 
韓数費録体回

体団 体団

2 2 

活動数回
5 5 
1 3 
回 回

7 6 
回4 2 

1 3 

3 5 収
8 2 

k9 g 
2 夏Eヨ
kg 
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こ
の
よ
う
に
、
平
成
5
年
度
で

約
6
2
3
J、
平
成
6
年
度
で
約

7
4
1
J
が
資
源
化
物
と
し
て
回

収
・
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
、
ゴ
ミ
の

減
量
化
運
動
に
役
立
っ
て
い
ま
す
口

各
団
体
の
一
層
の
活
動
と
報
奨

金
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ゴ
ミ
袋
を
透
明
袋
に
切
り
替
え
ま
し
ょ
う

9
月
か
ら
、
ゴ
ミ
袋
の
透
明
化

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

現
在
の
黒
袋
で
は
、
中
身
が
容

易
に
見
え
な
い
た
め
、
不
審
ゴ
ミ

袋
は
開
封
し
て
中
身
を
確
か
め
て

い
ま
す
。
こ
の
た
め
収
集
に
時
間

が
か
か
り
非
能
率
的
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
焼
却
施
設
・
破
砕
機
施

設
の
故
障
の
原
因
と
な
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
て
、
透
明
な
ゴ
ミ

袋
は
内
容
物
が
外
観
か
ら
よ
く
見

え
る
た
め
、
燃
や
せ
る
ゴ
ミ
・
燃

や
せ
な
い
ゴ
ミ
・
資
源
ゴ
ミ
な
ど

の
混
入
の
発
見
が
容
易
に
な
り
、

( 

ま
た
、
収
集
時
の
事
故
防
止
な
ど

を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

現
在
お
手
持
ち
の
ゴ
ミ
袋
は
使

用
で
き
ま
す
が
、
早
い
時
期
に
透

明
な
ゴ
ミ
袋
に
切
り
替
え
て
く
だ

さ
い
。

( 

'( 

不
燃
ゴ
ミ
集
積
所
の
美
化
を
ノ
・

- 2 

最
近
、
道
路
わ
き
の
集
積
所
が

乱
雑
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
原

因
を
調
べ
て
み
る
と
、

①
収
集
日
以
前
に
出
さ
れ
ゴ
ミ
が

多
い
こ
と
で
す
。
集
積
所
の
美
観

を
損
ね
る
ば
か
り
か
、
通
行
の
邪

魔
に
な
り
ま
す
。
特
に
新
聞
・
雑

誌
な
ど
の
資
源
ゴ
ミ
は
、
風
雨
に

よ
り
資
源
物
と
し
て
役
立
ち
ま
せ

ん
。
収
集
日
を
も
う

一
度
確
認
し

て
、
町
内
の
ル
l
ル
を
守
っ
て
出

し
て
く
だ
さ
い
。
町
内
以
外
の
人

ご
存
じ
で
す
か

事
業
所
な
ど
(
一
般
家
庭
以
外
)

か
ら
出
る
事
業
系
の
ゴ
ミ
は
、
自

ら
の
責
任
で
適
正
に
処
理
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
町
内
の

集
積
所
に
は
出
せ
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
ゴ
ミ
が
出
ま
す
と
、

集
積
所
を
管
理
さ
れ
て
い
る
町
内

の
方
々
に
大
変
迷
惑
を
か
け
る
ば

か
り
か
、
収
集
作
業
に
支
障
を
き

た
し
ま
す
。
持
ち
出
さ
れ
た
人
は
、

す
み
や
か
に
自
己
処
理
す
る
か
、

収
集
可
能
な
方
法
で
再
度
持
ち
出

し
て
く
だ
さ
い
。

収
集
日
に
ゴ
ミ
を
出
せ
な
い
人

は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

②
集
積
所
に
出
し
て
は
い
け
な
い

ゴ
ミ
が
多
い
こ
と
で
す
。

塵
芥
ゴ
ミ
・
不
燃
ゴ
ミ
と
可
燃

ゴ
ミ
の
混
入
・
ペ

ッ
ト
の
砂
・
大

型
粗
大
ゴ
ミ
・
中
身
の
入
っ
た
も

の
・
危
険
物
・
農
薬
・
タ
イ
ヤ
・

バ
ッ
テ
リ
ー
な
ど
で
す
。
こ
の
よ

う
な
ゴ
ミ
は
、
収
集
し
ま
せ
ん
。

別
の
処
理
方
法
が
決

っ
て
い
ま
す

の
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

-
出
し
忘
れ
の
人
・
引

っ
越
し
な

ど
で
大
量
に
出
た
ゴ
ミ
な
ど
は
、

直
接
清
掃
セ
ン
タ
ー
に
持
ち
込
ん

で
く
だ
さ
い
口

徹
入
時
間

平
日

l
午
前
9
時
1
1時
初
分
、

午
後
1
時
1
4時

土
曜
日

1
午
前
9
時
1
1時

※
土
曜
日
の
午
後
・
日
曜
日
・
祝

日
は
搬
入
で
き
ま
せ
ん
。
(引

っ

越
し
ゴ
ミ
の
場
合
は
、
事
前
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。)

な
お
、
搬
入
す
る
と
き
は
、
燃

や
せ
る
ゴ
ミ
・
不
燃
ゴ

ミ
・
資
源

ゴ
ミ
(
新
聞
、
雑
誌
、
ア
ル
ミ
製

品
、
衣
類
な
ど
)
に
分
別
し
て
持

ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
清
掃
課

(
宮
⑭
3

1
0
0
)
 



‘、
新
ご
み
処
理
施
設
の

現
在
大
村
市
で
は
、
平
成
9
年

4
月
の
供
用
開
始
に
向
け
て
、
新

し
い
ご
み
処
理
施
設
の
建
設
を
進

め
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
焼
却
施
設
か
ら
の

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
る
た
め
、

皆
さ
ん
か
ら
の
壁
画
(
シ
ル
エ

ッ

ト
)
の
デ
ザ
イ
ン
を
募
集
し
ま
す
。

な
お
、
新
ご
み
処
理
施
設
の
模

型
お
よ
び
完
成
予
想
図
を
、
市
役

所
市
民
課
前
ロ
ピ
l
に
て
展
示
し

て
い
ま
す
の
で
、
参
考
に
し
て
く

だ
さ
い
。

壁
画
デ
ザ
イ
ン
を
募
集
し
ま
す

例壁画デザイン(シjレ工ット)

平成7年11月号

大村市清掃センターごみ処理施

設は、右のような施設となります。

北東側の壁面で、背景に長崎空港

を望む、施設の中心的な壁面です。

広報おおむら

新ごみ処理施設の位置図

説

15m 

テ
ー
マ
こ
れ
か
ら
発
展
す
る
大
村
市
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
も
の

応
募
資
格
プ
ロ
、
ア
マ
を
問
わ
ず
、
小
学
生
以
上
の
人
な
ら
、
ど

な
た
で
も
結
構
で
す
。

応
募
規
定

①
作
品
は
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。
②
デ
ザ
イ
ン

は
A
4
サ
イ
ズ
(
幻
畑

×
初
叩
)
程
度
の
画
用
紙
、
ま
た
は
、
ケ
ン
ト

紙
を
横
位
置
に
使
用
し
、
中
央
部
ロ

m
×
却
価
の
枠
内
に
表
現
し
て

く
だ
さ
い
。
③
デ
ザ
イ
ン
の
色
は
1
色
と
し
ま
す
。
④
応
募
は
、

1

人
1
点
と
し
ま
す
。
⑤
作
品
の
裏
面
に
、
作
品
の
作
成
意
図
、
住
所

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

項

応
募
方
法
持
参
、
郵
送
な
ど
い
ず
れ
で
も
構
い
ま
せ
ん
が
、
安
全

か
つ
確
実
に
提
出
さ
れ
る
よ
う
、
応
募
者
に
お
い
て
配
慮
く
だ
さ
い
。

要

応
募
締
め
切
り
日
月
初
日
制

(
必
着
)

賞
・
採
用
作
品

1
1点
(
賞
金
5
万
円
、
も
し
く
は
5
万
円
相
当

集

の
記
念
品
)
、
・
入
賞
作
品

1
3点
(
賞
金
各
1
万
円
、
も
し
く
は
1

万
円
相
当
の
記
念
品
)
、

募

※
応
募
者
の
中
か
ら
抽
選
で
記
念
品
を
差
し
上
げ
ま
す
勺

作
品
に
つ
い
て
・
採
用
作
品
の
著
作
権
な
ど
は
、
す
べ
て
大
村
市

に
帰
属
し
ま
す
。

・
採
用
作
品
の
使
用
に
際
し
て
、

工
事
施
工
上
、

修
正
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
応
募
作
品
は
返
却

い
た
し
ま
せ
ん
。

そ
の
他
デ
ザ
イ
ン
は
、
ご
み
処
理
施
設
壁
画
デ
ザ
イ
ン
選
考
委
員

会
に
よ
り
決
定
し
、
審
査
結
果
は
、
広
報
お
お
む
ら
な
ど
で
発
表
し

ま
す
。
ま
た
、
入
賞
者
に
は
文
書
で
通
知
し
ま
す
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
清
掃
課
(
干
蹴
森
園
町
1
4
7
0
番
地

雷
⑬
3
1
0
0
)

↓長

空
き
缶
圧
縮
機
を
貸
し
出
し
て
い
ま
す

ご
利
用
く
だ
さ
い

資
源
物
回
収
を
目
的
と
し
た
団

体
に
無
料
で
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

安
全
性
も
高
く
ア
ル
ミ
缶
・
ス
チ

ー
ル
缶
の
自
動
選
別
機
能
付
で
す
。

こ
れ
を
利
用
す
る
と
体
積
が

M
に

減
り
ま
す
。
電
話
で
予
約
し
て
く

だ
さ
い
。

電
動
式
の
空
き
缶
圧
縮
機

ゴ
ミ
ニ
般
廃
棄
物
)
の
収
集
・
運
搬
は

許
可
業
者
し
か
で
き
ま
せ
ん

個
人
ま
た
は
、

事
業
者
が
ゴ
ミ

の
収
集
、
運
搬
を
他
人
に
委
託
す

る
場
合
は
、
許
可
業
者
に
し
か
依

頼
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、

次
の
場
合
を
除
き
ま
す
。

①
個
人
お
よ
び
事
業
者
が
、

自
ら

みんなの道路

快適に使いましょう

などの苦情

最近、「生垣が道路にはみ出している」、

「ゴミ箱が道路に置いである」

が寄せられています。

ゴ
ミ
を
運
搬
す
る
場
合

②
も
っ
ぱ
ら
再
生
利
用
の
目
的
と

な
る
ゴ
ミ
を
、
有
価
物
と
し
て
収

集
・
運
搬
す
る
業
者
な
ど

問
い
合
わ
せ
清
掃
課
(
宮
⑪

3

1
0
0
)
 

人々の目を和ませる緑の生垣も、狭い道

路にはみ出しては、周りの人の迷惑になり

ます。また、道路のゴミ箱も見苦しいもの

です。

せまい道路を、有効に、快適に使えるよ

うご協力をお願いします。

問い合わせ

- 3 -

土木課



大村駅前駐輪場に

2段式サイクルラックを設置します
完成予定は2月下旬ごろ

市
立
図
書
館
横
の
駐
輪
場
は
通

勤
・
通
学
者
お
よ
び
買
物
客
な
ど

で
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
以
前

か
ら
大
村
駅
前
や
周
辺
道
路
に
自

転
車
・
バ
イ
ク
が
放
置
さ
れ
、
大

村
駅
周
辺
の
環
境
を
損
な
い
、
歩

行
者
や
車
の
通
行
を
妨
害
し
て
お

り
、
放
置
自
転
車
や
バ
イ
ク
の
駐

輪
場
所
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。こ
の
放
置
自
転
車
な
ど
を
解
消

す
る
た
め
に
、
現
在
の
駐
輪
場
(
市

立
図
書
館
横
)
を
整
備
し
て

2
段

式
サ
イ
ク
ル
ラ
ッ
ク
(
駐
輪
器
具
)

を
設
置
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

2
段
式
サ
イ
ク
ル
ラ
ッ
ク
は
、

限
ら
れ
た
駐
輪
ス
ペ
ー
ス
を
最
大

限
に
活
用
す
る
た
め
に
、
上
下
2

段
に
駐
輪
で
き
る
構
造
に
な
っ
て

お
り
、
風
が
吹
い
て
も
倒
れ
ず
、

景
観
が
損
な
わ
れ
ず
駐
輪
で
き
ま

す
。
ま
た
、
バ
イ
ク
置
き
場
も
確

保
し
ま
す
。

-自転車・バイク利用の皆さん、決められ

た場所に駐輪しましょう。

・放置自転車を私たちの街から一掃しまし

きれいなまちづくりのために

工
事
期
間
中
の
注
意

工
事
期
間
中
、
現
在
の
駐
輪
場

は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

仮
の
駐
輪
場
が
決
定
次
第
、
公

示
な
ど
に
よ
り
お
知
ら
せ
し
ま
す

の
で
、
指
示
に
し
た
が
っ
て
く
だ

さ
い
。

自
転
車
が

H

飽
和
状
態
H

に
な
っ
て
い
る

市
立
図
書
館
横
の
駐
輪
場

ょっ C

ま
ち
づ
く
り

4 -

絵
画

・
作
文
・
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
募
集

現
在
、
大
村
市
で
は
、
幻
世
紀

の
ま
ち
づ
く
り
の
基
礎
と
な
る
総

合
計
画
を
策
定
中
で
す
。

将
来
の
大
村
市
の
姿
や
、
こ
ん

な
ま
ち
に
住
み
た
い
、
こ
ん
な
ま

ち
に
し
た
い
と
い
う
、
市
民
の
皆

様
の
自
由
で
夢
豊
か
な
ア
イ
デ
ィ

ア
を
計
画
に
反
映
す
る
た
め
、
次

の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

小
学
生
に
よ
る
絵
画

l
四
つ
切
り

中
学
生
・
高
校
生
に
よ
る
作
文

1

4
0
0
字
詰
原
稿
用
紙
6
枚
程
度

市
民
全
員
に
よ
る
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ

ー
ス
①
応
募
資
格
市
内
に
在
住
お
よ

び
市
内
の
学
校
に
在
学
中
の
学
生

.
生
徒
に
限
り
ま
す
。

②
応
募
方
法
ポ
ス
タ
ー
・
チ
ラ

シ
の
募
集
要
領
に
よ
る
。

①
締
め
切
り
平
成
8
年
1
月
刊

日
制
ま
で

※
入
選
者
に
は
、
賞
状
お
よ
び
記

念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
企
画
調
整

課
杭
出
津
松
原
線
は
、
杭
出
津

1
丁
目
と
松
原
本
町
を
結
ぶ
都

市
計
画
道
路
で
、
平
成
9
年
度

完
成
を
め
ざ
し
工
事
中
で
す
。

九
州
電
力
側
(
大
野
茂
社
長
)

は
9
月
印
日
、
市
道
杭
出
津
松

原
線
(
終
点
部
分
)
の
道
路
用

地
、
約

2
、
6
0
0
2
m
を
大
村

市
へ
譲
渡
さ
れ
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

杭
出
津
松
原
線
の
早
期
完
成
を
願
っ
て

大
村
発
電
所
進
入
道
路
の
一
部
を
譲
渡

設置される2段式サイクルラック

甲
斐
田
市
長
に
目
録
を
手
渡
し

す
る
河
崎
敏
(
大
村
発
電
所
所

長
)
さ
ん

(
9
/

旧
・
市
役
所
)



(， 

歴史のまちの文化財

平成7年11月号広報おおむら

1 1月1日~ワ日==文化財保護強調週間

わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
大
村
市
に
は
、

古
い
歴
史
を
物
語
る
多
く
の
文
化
財
が
、

数
多
く
祖
先
か
ら
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
は
、
こ
れ
ら
の
貴
重
な

文
化
財
を
保
護
し
、
災
害
な
ど
か
ら
守

り
、
後
世
に
伝
え
て
い
か
ね
ば
な
り
ま

せ
ん
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

• 

主
な
文
化
財

市の木・イチイガシ市の花・オオムラザクラ

(名勝)
旧円融寺庭園

有形文化財無形民俗文化財堕〉(史
メダリオンなど黒丸踊・寿古踊・沖田踊など旧楠本正隆屋敷・今富キリシタン墓碑・

五教館御成門・大村藩お船蔵跡など

これらは、国や県・市の文化財指定を受けています。そのほか、まだ多くの史

跡などが方々にあります。 問い合わせ 文化課

t 

黄
金
の
実
り
を
収
穫

;
宮
中
献
穀
田
で
抜
穂
祭
;

収
穫
を
祝
い
刈
り
取
ら
れ
た
お

米
は
、
脱
穀
籾
す
り
の
後
、

一
升

分

(
M
M
)
を
厳
選
。
日
月
担
日

に
行
わ
れ
る
新
嘗
祭
献
穀
式
に
お

い
て
献
穀
さ
れ
ま
し
た
。

新
嘗
祭
(
に
い
な
め
さ
い
)
の
宮

中
献
穀
に
選
ば
れ
て
い
る
中
尾
義

秋
さ
ん
(
陰
平
町
)
の
水
田
で
9

月
お
日
、
収
穫
の
儀
式
「
抜
穂
(
ぬ

い
ほ
)
祭
」
が
行
わ
れ
、
収
穫
を
祝

い
ま
し
た
。

抜
穂
祭
は
、
宮
中
献
穀
大
村
市

奉
賛
会
(
甲
斐
田
園
彦
会
長
)
の
主

催
で
、
関
係
者
な
ど
約
4
0
0人

が
出
席
。
下
鈴
田
浮
立
の
笛
と
太

鼓
が
鳴
り
響
き
、
あ
い
に
く
の
雨

の
な
か
、
中
学
生
に
よ
る
刈
女
(
か

り
め
)
た
ち
が
、
頭
を
垂
れ
る
稲

穂
を
刈
り
取
り
ま
し
た
。

豊かな実りの秋を迎え、宮中献穀田の稲を刈女

たちが刈り、収穫した抜穂祭 (9/23・陰平町)
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3
-水
力
-ス

4
み
ご
と
な
ピ
ラ
ミ
ッ
ド

(叩
/
2
・
竹
松
小
学
校
)

さ
わ
や
か
な
秋
空
の
中
、市
内
の
各
小
・
中

学
校
、
高
校
で
は
運
動
会
や
体
育
祭
が
行
わ

れ
、
グ
ラ
ン
ド
い
っ
ぱ
い
大
歓
声
が
響
き
渡

っ
て
い
ま
し
た
。

こ
こ
竹
松
小
学
校
で
は
雨
で

1
日
流
れ
た

叩
月

2
日
月
曜
日
、幼
稚
圏
児
の
か
け
っ
こ

を
は
じ
め
、
大
漁
節
、
色
別
対
抗
リ
レ
ー
、

組
体
操
、

P
T
Aに
よ
る
む
か
で
競
走
な
ど

平成7年11月号

g 

-1 
ず~

ダダ

// 

広報おおむら

企戦後50年の苦楽をともに
(10/6 .市コミセン)

.a..時事問題を斬る./ (9/28 .市民会館)
「平成五教館塾」の第1回講演会が9月28日、テレビなどて・活躍中
の国際政治学者・舛添要一氏を招いて、市民会館で開催されました。

当日は、超満員の聴衆を前に、オウム真理教などの社会問題、政

治情勢などがユーモアを斐えながらも鋭い切り口で語られ、参加者

は終始熱心に聞き入っていました。この事業は、旧大村藩の藩校「五

教館」にちなんて・、 魅力ある都市づくり ・人づくりを目指して開催さ

れている講演会です。

以降、タレントの見城美枝子氏、考古学者の吉村作治氏、元NH

Kキャスターです卜斐評論家の磯村尚徳氏の講演が予定されています。

企「赤い羽根」空から第1便
(10/1・長崎空港)

赤い羽根共同募金運動が始まった10月1日、

全日空機により「赤い羽根-空の第 1便」が

長崎空港に到着。伝達式には、塩塚県生活福

祉部長や田中助役、首藤社会福祉協議会会長

らが出席、柳田さんと山上さん2人のスチュ
ワーデスから、厚生大臣、中央共同募金会会

長のメッセージが手渡しされた後、それぞれ

の胸に赤い羽根がつけられました。

この運動は12月いっぱい行われます。

結
婚
印
周
年
を
祝
う
金
婚
祝
賀
記
念
品
贈
呈
式
が

叩
月

6
日、

市
コ
ミ
セ
ン
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
、

金
婚
式
を
迎
え
ら
れ
た
の
は
お
組
の
ご
夫

婦
。
皆
さ
ん
は
、
戦
中

戦
後
の
混
乱
期
か
ら
今
日

ま
で
の
印
年
間
、
と
も
に
励
ま
し
、
い
た
わ
り
あ
っ

て
今
日
の
家
庭
を
築
か
れ
地
域
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま

し
た
。
甲
斐
田
市
長
は
、
こ
れ
ま
で
の
人
生
に
敬
意
を
表

す
る
と
と
も
に
、

「
自
宅
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る

よ
う
、
在
宅
福
祉
の
充
実
を
図
り
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
。
松
尾
茂
さ
ん

(竹
松
本
町
)
が
、
受
賞
者
を
代

表
し
て
お
礼
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

砂“宣言"誓ってゲーム

楽しむ
(9/29・市立病院跡地)

全国支通安全運動にちなん

で9月29白、突通安全ゲート
ポール大会 (大村市変通安全

協会主催)が市立病院跡地で

行われました。

この大会は、高齢者自身の

斐通安全意識の向上と、突通

事故防止を図る目的で開かれ

ているもので・市内各地から38チーム、約270人が出場。講話や変通安全宣
言の後、早速競技開始。参加者は、日ごろの練習の成果を発揮し、球の行

方を気にしながらもゲームを楽しんで・いました。

成績… ① 池田新町 ② 三城 ③ 松原、大川田

..、

( 

一Fi
/
a
-
-
v
・

砂
心
の
ふ
る
さ
と
を
伝
承

(9
/
け

・
市
民
会
館
)

第

9
回
「
民
俗
芸
能
大
会
」
が

9
月
刊
目
、

市
民
会
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

県
内
に
古
く
か
ら
伝
承
さ
れ
て
き
た
民
俗

芸
能
を
広
く
公
開
し
、
そ
の
保
存
と
伝
承
活

動
の
推
進
を
図
る
た
め
に
毎
年
開
か
れ
て
い

ま
す
。
今
回
は
、
大
村
か
ら
「
今
村
浮
立
」
、

「
黒
丸
踊
」
が
出
演
。
次
々
に
披
露
さ
れ
る
郷

土
芸
能
に
、
会
場
か
ら
盛
ん
な
拍
手
が
送
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
元
気
あ
る
プ
レ
ー
に
応
援

に
か
け
つ
け
た
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
も
大

感
激
。
力
メ
ラ
や
ビ
デ
オ
で
わ
が
子
を
追
い

か
け
る
お
父
さ
ん
、
必
死
に
な
っ
て
声
援
を

送
る
お
母
さ
ん
な
ど
、
親
子
と
も
ど
も
楽
し

い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

「
世
界
・
殺
の
博
覧
会
」

前
売
入
場
券
発
売
中

平
成
8
年
7
月
四
日
か
ら
日
月

日
日
ま
で
幻
日
間
に
わ
た
り
、
九

州
で
初
め
て
の
ジ
ャ
パ
ン
エ
キ
ス

ポ
「
世
界
・
設
の
博
覧
会
」
が
開

催
さ
れ
ま
す
。

こ
の
博
覧
会
は
、
佐
賀
県
有
田

町
が
メ
イ
ン
会
場
で
、
長
崎

・
福

岡
・
佐
賀
3
県
の
「
や
き
も
の
」

産
地
を
中
心
に
設
け
ら
れ
る
、
地

域
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
を
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
展
示
や

催
し
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

海
外
旅
行
な
ど
が
当
た
る
抽
選

- 6 -

券
が
セ
ッ
ト
さ
れ
た
、
前
売
り
入

場
券
が
発
売
中
で
、
大
村
市
内
で

も
次
の
所
で
お
求
め
に
な
れ
ま
す
。

前
売
り
入
場
券
発
売
所
大
村
市

観
光
案
内
所
(
J
R
大
村
駅
前
)
、

商
工
観
光
課
、
各
出
張
所
、
市
役

所
案
内

※
観
光
案
内
所
は
、
午
前
9
時
か

ら
午
後
6
時
ま
で
。
ま
た
、
土
・

日
曜
お
よ
び
祝
日
も
営
業
し
て

い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ

区 分 大人 高校生
中・ 幼児

小学生 (4歳以上)

普通入場券 2.200 1.600 1.200 400 
第1期
パスポート券 5.500 4.000 3.000 1.000 

前亮り
普通入場券 2.500 1.800 1.350 400 

第2期
パスポート券 6.000 4.500 3.300 1.100 

普通入場券 2.800 2.000 1.500 500 

当 日 特別割引券 1.400 700 500 

特別割引パスポート券 3.500 1.800 1.300 

(単位:円)入場料金

~ 

-第1期=12月28日まで

・第 2 期=平成 8 年 1 月 4 日 ~7 月 18 日まで

※特別割引券は、身体障害者およびその介護者や70歳以

上の人などが利用できます。

問い合わせ 商工観光課

発売期間
(. 

冊
子
「
大
村
市
の
文
化
財
」
改
訂
増
刷

好
評
に
つ
き
売
り
切
れ
て
い
ま

し
た
「
大
村
市
の
文
化
財
」
が
、

内
容
を
一
部
改
訂
し
て
増
刷
し
ま

し
た
。
市
の
文
化
財
や
史
跡
を
数

多
く
載
せ
た
郷
土
の
こ
と
を
知
る

た
め
に
便
利
な
冊
子
で
す
。

販
売
価
格
は
1
、
5
0
0
円
。

販
売
は
、
市
役
所
案
内
、
文
化
課
、

コ
ミ
セ
ン
、
図
書
館
な
ど
で
販
売

し
て
い
ま
す
。

平
成
8
年
度

県
民
手
帳
予
約
受
け
付
け

ふ
る
さ
と
長
崎
県
の
情
報
が
い

っ
ぱ
い
の
便
利
な
手
帳
で
す
。

ぜ
ひ
ご
愛
用
く
だ
さ
い
。

サ
イ
ズ

M
咽
×
日
明
(
別
冊
資

料
編
も
付
い
て
い
ま
す
)

長崎県最低賃金改正

長崎県で働くすべての

労働者に適用される「長

崎県最低賃金」が改正さ

れました。

平成?年10月1包から

日 客員 4，427円

時間額 554円

となりました。

踏
切
事
故
防
止
は
私
か
ら

①
踏
切
は
向
い
側
に
自
分
の
ス
ペ

ー
ス
が
で
き
て
か
ら
発
進
し
ま
し

ょ、っ
。

②
必
ず
一
旦
止
ま
っ
て
左
右
を
確

認
し
ま
し
ょ
う
。

③
警
報
機
が
鳴
り
出
し
た
ら
踏
切

定
価

5
0
0
円

申
込
期
限
日
月
初
日
嗣

申
込
先
企
画
調
整
課

詳しくは、長崎労働基

準局 (0958⑬6343)また

は、各労働基準監督署へ

お問い合わせください。

に
は
入
ら
な
い
。

④
列
車
が
行
っ
て
も
反
対
列
車
が

来
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
警
報
機

が
鳴
り
止
ん
で
か
ら
踏
切
を
渡
り

ま
し
ょ
う
。
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犬
や
猫
も
家
族
の

〈
ノ
ご
近
所
に
迷
惑
を
か
げ
て
れ
ま
ぜ
ん
か
r〉

あなたのベットはどうですか?

苦情やトラブルの大部分は次のようなもので

す。近所には、犬や猫が嫌いな人もいます。ト

ラブルを起こさないためによく話し合い、ペッ

トの飼い方について再点検しましょう。

最近、こんな苦情やトラブルが

市民の皆さんから寄せられています

-犬を散歩させるときフンを始末しない

・犬や猫を捨てる

・犬を放し飼いにする

・犬や猫が夜鳴きする

・犬や猫が公園、他人の土地や作物などを荒ら

したり汚したりする

一一一ー‘

員
で
す

現
在
、
大
村
市
に
お
け
る
犬
の
登
録
数
は
、
約

2
、
7
0
0

頭
で
す
。
約
叩
世
帯
に

1
頭
の
犬
、か
飼
わ
れ
て
い
ま
す
。
ペ
ッ

ト
ブ
ー
ム
に
乗
っ
て
か
、
年
々
犬
や
猫
を
飼
う
人
が
増
え
、
今

や
犬
や
猫
は
、
私
た
ち
の
生
活
に
溶
け
込
ん
で
い
ま
す
。
し
か

し
、
そ
の
ペ
ッ
ト
た
ち
が
、
放
し
飼
い
や
フ
ン
の
害
に
よ
り
私

た
ち
に
迷
惑
を
か
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
無
責
任
な
飼
い
主
に

よ
っ
て
捨
て
ら
れ
た
不
幸
な
犬
や
猫
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

今
ロ
は
寄
せ
ら
れ
た
苦
情
を
も
と
に
、
犬
や
猫
問
題
を
皆
さ

ん
と
い
っ
し
ょ
に
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

犬

・

猫

の

・

f

正
し
い
飼
い
方
今
一
ヒ

-
し
つ
け
は
し

っ
か
り
と

ま
ず
、
自
分
が
飼
育
し
よ
う
と

す
る
犬
や
猫
の
習
性
・
本
能
・
生

理
を
よ
く
理
解
し
ま
し
ょ
う
。
そ

の
上
で
、
私
た
ち
が
子
ど
も
を
育

て
る
と
き
の
よ
う
に
犬
や
猫
も
、

小
さ
い
と
き
か
ら
の
し
つ
け
が
必

要
で
す
。
悪
い
こ
と
を
し
た
ら
叱

り
、
良
い
こ
と
を
し
た
ら
ほ
め
る

な
ど
タ
イ
ミ
ン
グ
を
よ
く
教
え
て

く
だ
さ
い
。

-
愛
情
を
も
っ
て
終
生
飼
う

毎
日
世
話
を
し
、
健
康
管
理
に

気
を
つ
け
、
近
所
に
迷
惑
を
か
け

な
い
よ
う
に
、
犬
や
猫
の
生
涯
に

わ
た
っ
て
責
任
と
愛
情
を
も
っ
て

飼
い
ま
し
ょ
う
0

・
運
動
を
日
課
に

毎
日
適
当
な
運
動
を
さ
せ
て
い

ま
す
か
。
犬
の
運
動
不
足
は
、
イ

ラ
イ
ラ
の
原
因
と
な
り
、
吠
え
た

り
岐
ん
だ
り
し
ま
す
口
小
型
犬
で

朝
夕

m
l初
分
、
大
型
犬
で
朝
夕

初
分
1
1時
間
が
理
想
で
す
。

飼
い
主
と
し
て
お
ン

守
る
べ
き
こ
と
今
ど

-
放
し
飼
い
を
し
な
い

犬
の
放
し
飼
い
は
、
大
村
市
犬

取
締
条
例
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

鎖
で
つ
な
い
だ
り
、
お
り
の
中
な

ど
で
飼
う
よ
う
に
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
子
犬
の
と
き
か
ら
つ

な
い
で
飼
う
く
せ
を
つ
け
、
運
動

さ
せ
る
と
き
も
つ
な
い
で
歩
い
て

く
だ
さ
い
。
人
を
か
む
恐
れ
の
あ

る
犬
は
口
輪
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

猫
は
家
庭
に
な
じ
ま
せ
、
フ
ン

に
よ
る
迷
惑
を
な
く
す
た
め
に
、

子
猫
の
と
き
か
ら
家
の
中
の
専
用

ト
イ
レ
を
使
う
よ
う
に
し
つ
け
て

く
だ
さ
い
。

-
犬
の
登
録
と
予
防
注
射

狂
犬
病
は
、
犬
を
は
じ
め
人
や

そ
の
他
の
動
物
に
も
感
染
し
、
発

病
す
る
と
死
亡
率
問
%
に
近
い
、

極
め
て
危
険
な
伝
染
病
で
す
。

①
生
後
旧
日
以
上
の
犬
は
、
一
生

に
1
回
の
犬
の
登
録
と
毎
年
1
回

の
狂
犬
病
予
防
注
射
が
、
法
律
で

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

毎
年
4
月
と
日
月
に
、
市
内
各

会
場
で
登
録
と
予
防
注
射
を
行
い

ま
す
の
で
、
必
ず
受
け
て
く
だ
さ

か
ん
さ
つ

②
犬
の
鑑
札
と
予
防
注
射
済
票
は

必
ず
首
輪
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。
も

し
、
迷
い
犬
に
な
っ
た
と
き
、
鑑

札
番
号
で
飼
い
主
が
わ
か
り
ま
す
。

③
飼
い
主
は
、
門
戸
票
(
注
射
時

に
渡
す
)
を
、
玄
関
な
ど
人
の
目

に
付
く
と
こ
ろ
に
貼
り
ま
し
ょ
う
。

大
村
保
健
所
獣
医
師

山
口
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習
性
を
理
解
し
て

市
や
保
健
所
に
は
、
犬
に
関
す

る
多
く
の
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
事
柄
が
原
因
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
飼
い
主
の
皆
さ
ん

の
飼
い
方
に
問
題
が
あ
る
こ
と
も

多
い
よ
う
で
す
。
大
部
分
は
犬
の

習
性
を
理
解
し
た
上
で
の
適
正
な

飼
養
方
法
に
よ
っ
て
防
止
で
き
る

も
の
と
思
い
ま
す
。
人
間
と
犬
は

長
年
の
伴
侶
で
あ
る
と
い
わ
れ
ま

す
が
、
現
代
の
社
会
状
況
に
適
応

さ
せ
る
た
め
に
は
、
犬
の
本
能
に

反
す
る
事
も
多
く
、
愛
情
と
と
も

に
厳
し
い
教
育
も
必
要
と
な
り
ま

す
。ま
た
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の

が
、
狂
犬
病
の
予
防
接
種
で
す
。

日
本
で
は
昭
和
詑
年
以
降
発
生
し

て
い
ま
せ
ん
が
、
致
死
率
の
高
い

恐
ろ
し
い
人
と
犬
の
共
通
の
伝
染

病
で
、
諸
外
国
で
の
発
生
状
況
を

見
る
と
油
断
は
で
き
ま
せ
ん
。
年

に
一
度
の
予
防
接
種
を
必
ず
受
け

さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
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「
フ
ン
知
ら
怠
い
ノ
・
」
な
ん
て
言
っ
て
ら
れ
ま
せ
ん

犬
の
フ
ン
は
責
任
も
っ
て
後
始
末
を
f

犬
の
フ
ン
害
に
関
す
る
苦
情
の

多
く
は
、
散
歩
中
の
道
路
や
公
園

な
ど
の
公
共
施
設
内
に
、
フ
ン
を

さ
せ
っ
ぱ
な
し
に
し
て
い
く
こ
と

に
関
す
る
も
の
で
す
。

犬
の
排
せ
つ
は
、
散
歩
中
に
さ

せ
る
も
の
と
思
い
込
む
の
は
大
き

な
ま
ち
が
い
で
す
。
今
の
社
会
の

中
で
は
、
犬
の
排
せ
つ
は
、
自
宅

で
さ
せ
る
よ
う
に
し
つ
け
る
の
が

理
想
で
す
。

散
歩
中
に
排
せ
っ
し
た
場
合
は
、

飼
い
主
が
必
ず
後
始
末
を
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

散
歩
中
の
後
始
末
の
方
法
は
、

犬
の
フ
ン
を
シ
ャ
ベ
ル
で
す
く
っ

て
ビ
ニ
ー
ル
袋
へ
入
れ
る
か
、
直

接
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
で
す
く
っ

て
持
ち
帰
り
、
自
宅
の
ト
イ
レ
に

流
し
て
く
だ
さ
い
。
ペ
ッ
ト
の
フ

ン
お
よ
び
砂
ま
じ
り
の
フ
ン
は
、

可
燃
物
と
し
て
は
収
集
し
ま
せ
ん

の
で
、
直
接
、
清
掃
セ
ン
タ
ー
へ

持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

犬
の
フ
ン
を
土
に
埋
め
て
、
始

末
し
た
よ
う
な
つ
も
り
に
な
っ
て

い
る
飼
い
主
さ
ん
が
い
ま
す
。
し

か
し
、
自
分
の
敷
地
な
ら
と
も
か

く
、
道
路
端
や
他
人
の
土
地
や
公

園
な
ど
の
公
共
施
設
な
ど
で
、
こ

う
し
た
始
末
の
方
法
を
と
る
こ
と 大上戸川河畔公園(西三城町)

は
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
口

現
在
で
は
、
野
犬
に
関
す
る
苦

情
が
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す

の
で
、
犬
の
フ
ン
害
は
、
ほ
と
ん

ど
が
飼
い
犬
に
よ
る
も
の
で
す
。

犬
は
、
自
分
の
フ
ン
を
自
分
で
始

末
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
犬

の
フ
ン
の
後
始
末
は
、
飼
い
主
の

責
任
で
す
。

ベ
ッ
ト
を
飼
う
こ
と
は
す
ば
ら

し
い
こ
と
で
す
が
、
隣
近
所
に
迷

惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
、
最
低
限

の
モ
ラ
ル
を
忘
れ
ず
に
、
責
任
を

持
っ
て
き
ち
ん
と
飼
い
ま
し
ょ
う
。

し不
な幸
いな
よ犬

Z警
竺;φ

平
成
6
年
度
に
、
大
村
保
健
所

管
内
で
、
持
ち
込
ま
れ
た
不
用
犬

(
猫
)
は
、
引
き
取
り
が

3
、
6
3

6
件
、
捕
獲
が
1
4
3
件
、
そ
の

う
ち
飼
い
主
が
引
き
取
り
に
来
た

も
の
は
わ
ず
か
日
件
で
し
た
。

持
ち
込
む
人
の
中
に
は
、
住
ま

い
の
都
合
で
手
放
す
人
も
い
れ
ば
、

病
気
に
な
っ
た
か
ら
と
い
う
理
由

だ
け
で
医
者
に
も
見
せ
ず
に
持
ち

込
む
人
も
い
ま
す
。
捕
獲
さ
れ
た

犬
も
、
も
と
も
と
は
野
犬
だ
っ
た

の
で
は
な
く
、
無
責
任
な
飼
い
主

に
捨
て
ら
れ
た
も
の
で
す
。
集
め

ら
れ
た
不
用
犬
(
猫
)
は
、
安
楽

死
と
い
う
方
法
で
処
分
さ
れ
て
し

ま
い
ま
す
。

犬
や
猫
は
お
も
ち
ゃ
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
た
し
か
に
動
物
の
か
わ

い
ら
し
さ
は
心
を
な
ご
ま
せ
、
安

ら
ぎ
を
与
え
ま
す
。
飼
う
か
ら
に

は
、
最
後
ま
で
責
任
を
果
た
し
ま

し
ょ
、
っ
。

-
繁
殖
制
限
に
努
め
ま
し
ょ
う

生
ま
れ
た
小
犬
・
小
猫
が
、
飼

い
主
の
元
で
飼
わ
れ
る
の
は
ほ
ん

の
一
部
で
、
ほ
と
ん
ど
が
市
役
所

や
保
健
所
に
引
き
取
ら
れ
た
り
、

捨
て
ら
れ
た
り
し
て
不
幸
な
運
命

を
た
ど
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
犬

猫
を
増
や
さ
な
い
た
め
に
も
、
避

妊
手
術
や
去
勢
手
術
を
受
け
さ
せ

飼
い
主
は
、
責
任
を
も

っ
て
飼
い

ま
し
ょ
、
っ
。

-
犬
・
猫
の
引
き
取
り

犬
や
猫
を
捨
て
る
こ
と
は
、
野

良
犬
や
野
良
猫
を
増
や
す
こ
と
と

な
り
他
人
に
迷
惑
を
か
け
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
ど
う
し
て
も
、
継

続
し
て
犬
を
飼
う
こ
と
が
で
き
な

く
な
っ
た
場
合
は
、
新
し
い
飼
い

主
を
探
す
努
力
を
し
、
最
後
の
手

段
と
し
て
、
市
役
所
ま
た
は
出
張

所
に
連
れ
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。

回
収
日
時
毎
月
第
1
・
第
2
・

第
3
・
第
4
火
曜
日
、
午
前
8
時

ω分
1
1時
ま
で
。
た
だ
し
、
祝

祭
日
、
お
盆
、
年
末
年
始
は
休
み
。

※
回
収
日
に
持
参
で
き
な
い
場
合

は
、
長
崎
県
畜
犬
管
理
所
(
森

園
町
宮
⑬
9
6
6
0
)
ま
で

連
れ
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。(午

前
9
時
1
午
後
4
時
ま
で
)

市
環
境
保
全
課
(
畜
犬
担
当
)

久
富
健
一
さ
ん

愛
情
と
責
任
を
持
っ
て

市
や
保
健
所
に
寄
せ
ら
れ
る
犬

に
関
す
る
苦
情
の
大
半
は
、
飼
い

主
の
モ
ラ
ル
の
無
さ
と
、
自
分
だ

け
は
と
い
っ
た
無
責
任
な
考
え
に

よ
る
も
の
で
す
。
夜
に
放
し
た
り
、

散
歩
中
の
排
せ
っ
物
を
そ
の
ま
ま

‘
に
し
て
い
く
飼
い
主
が
ま
だ
多
く

見
ら
れ
ま
す
。
必
ず
他
人
の
迷
惑

に
な
ら
な
い
よ
う
管
理
を
し
っ
か

り
し
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、
つ
な
い

だ
ま
ま
に
し
た
り
エ
サ
を
き
ち
ん

と
与
え
な
か
っ
た
り
す
る
と
、
運

動
不
足
や
欲
求
不
満
に
な
り
、
夜

中
に
ほ
え
続
け
た
り
、
通
行
人
や

訪
問
者
に
危
害
を
加
え
た
り
す
る

原
因
に
な
り
ま
す
。
ス
ト
レ
ス
解

消
の
た
め
に
毎
日
、
散
歩
に
連
れ

て
行
き
、
エ
サ
も
き
ち
ん
と
与
え

ま
し
ょ
、
っ
。

犬
や
猫
を
飼
う
以
上
は
、
家
族

の
一
員
と
し
て
終
生
愛
情
と
責
任

を
持
っ
て
飼
っ
て
く
だ
さ
い
。

生後3か月以内の子犬
を欲しい人、あげたい人、

「小犬の里親さがし」を年

に2回行っています。

!小犬の里親さがし 1

母の日と

秋分の日

大村浜屋

開催日

pn 場
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誠さん

生
産
者
と
消
費
者
の
ふ
れ
あ
い
を
深

め
よ
う
と
毎
年
聞
か
れ
て
い
る
「
ぽ
1

ぷ
ら
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
。
今
年
も
ロ

月
3
日
日
に
開
催
さ
れ
ま
す
が
、
今
回

は、

J
A大
村
市
青
年
部
お
祭
り
委
員

長
の
長
岡
誠
さ
ん
に
お
話
し
を
伺
い
ま

し
た
。

「
生
産
者
と
消
費
者
と
の
交
流
を

深
め
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
の
農
業

に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
る
場
を
つ

く
ろ
う
と
始
ま
っ
た
の
が
、

H

ぽ

1
ぶ
ら
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
H

で
す
」

と
話
さ
れ
る
長
岡
さ
ん
。

最
初
、
こ
の
ま
つ
り
は
、
加
数

年
前
か
ら
H

農
林
水
産
ま
つ
り
H

と
し
て
、
各
地
域
の
農
産
物
や
畜

産
の
品
評
会
を
中
心
に
行
わ
れ
て

い
ま
し
た
。
生
産
技
術
な
ど
を
切

薩
琢
磨
し
て
、
よ
り
良
い
も
の
を

多
く
作
る
と
売
れ
る
と
い
う
時
期

も
あ
っ
た
が
、
時
代
の
流
れ
も
あ

り
、
参
戸
加
者
が
少
な
く
な
っ
て
い

た
そ
う
で
す
。

JA大村市青年部

お祭り委員長長岡

そ
こ
で
、

も
っ
と
た
く
さ
ん
の

人
に
参
加
し
て
も
ら
お
う
と
会
場

の
メ
イ
ン
に
「
お
ば
け
カ
ボ
チ
ャ
」

を
登
場
さ
せ
、
ぼ

1
ぶ
ら
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
と
名
称
を
変
更
。毎
年
、

多
く
の
家
族
連
れ
で
に
ぎ
わ
っ
て

い
ま
す
。

「
新
鮮
な
野
菜
や
魚
・
肉
・
農
産

物
加
工
品
な
ど
の
即
売
に
人
気
が

あ
り
ま
す
が
、
も
っ
と
収
穫
体
験

コ
ー
ナ
ー
(
み
か
ん
狩
り
)
に
も

参
加
し
て
ほ
し
い
。
今
後
も
、
消

費
者
と
生
産
者
の
ふ
れ
あ
い
の
場

と
し
て
続
け
て
い
き
た
い
」
。今
年

も
、
多
彩
な
催
し
が
い
っ
ぱ
い
で

す
。
ぜ
ひ
、
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

日
本
の
運
動
会
も
視
察

- 10-

，園、...，ごぢ5E3EB庶，曲、d

日
本
の
運
動
会
を
見
て
、
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
過
ご
す
教
育
視
察
団

の
皆
さ
ん

(
9
/
お
・
郡
中
学
校
)

大
村
市
と
友
好
都
市
の
関
係
に

あ
る
中
国
上
海
市
関
行
区
の
教
育

視
察
団
が
9
月
お
日
来
日
、
親
善

交
流
と
教
育
施
設
を
視
察
さ
れ
ま

し
た
。西
大
村
中
学
校
で
は
ブ
ラ
ス
バ

ン
ド
の
演
奏
す
る
中
国
の
名
曲
に

感
激
。
ま
た
、
黒
木
小
学
校
で
は

全
校
生
徒
と
の
楽
し
い
給
食
も
体

験
。そ
の
中
で
も
、
郡
中
学
校
の
体

育
大
会
を
視
察
し
て
、
「
日
本
の

学
生
は
元
気
が
あ
り
ま
す
ネ
」
と

綱
引
き
に
感
動
し
て
い
ま
し
た
。

は
じ
め
て
の

英
会
話
教
室

海
外
旅
行
も
、
す
で
に
特
別
な

こ
と
で
は
な
く
、
だ
れ
で
も
気
軽

に
出
か
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
そ
ん
な
と
き
に
、
思
い
の
ほ
か

役
に
立
つ
の
が
英
会
話
で
す
。
自

分
で
直
接
外
国
の
人
と
会
話
が
で

き
る
と
、
旅
の
楽
し
さ
も
倍
増
す

る
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
気
軽
に
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
も
楽
し
め
ま
す
。

私
た
ち
「
は
じ
め
て
の
英
会
話
」

グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
は
、
そ
う

い
う
と
き
の
た
め
に
、
毎
日
楽
し

く
英
会
話
を
学
ん
で
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
、
ぜ
ひ
、
今
か
ら
始

め
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。
初

心
者
の
人
は
大
歓
迎
し
ま
す
。

や
さ
し
い
古
賀
先
生
は
じ
め
、

ロ
名
の
会
員
が
、
あ
な
た
の
お
越

し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

例
会
毎
週
水
曜
日
、
午
後
1
時

加
分
1
3時

場
所
市
コ
ミ
セ
ン

連
絡
先
本
多
(
宮
⑬
1
4
1
9
)

4 



護
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
へ

題

国
民
健
康
保
険
の
異
動
届
は
お
早
め
に

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
に
届
け
出
が
遅

れ
る
と
、
保
険
税
を
さ
か
の
ぼ
っ

て
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ

た
り
、
そ
の
聞
の
医
療
費
は
全
額

自
己
負
担
と
な
っ
た
り
し
ま
す
。

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
の
資
格

が
な
く
な
っ
た
の
に
届
け
出
が
お

く
れ
、
う
っ
か
り
保
険
証
を
使
う

と
、
あ
と
で
医
療
費

(
7
割
ま
た

は
8
割
)
を
返
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

こ
ん
な
時
は
必
ず
は
日
以
内
に
市
民
課

の
窓
口
で
手
続
き
を
済
ま
せ
ま
し
ょ
う

平成7年11月号

-社会保険に加入したとき

・社会保険を喪失したとき

・他の市町村から転入したとき

・他の市町村へ転出するとき

・世帯主の変更、出産、死亡の場合

広報おおむら

※病院にかかっているときに上記の異動

治宝あったら、

病院へ新しい

保険証を見せ、

変わったこと

をイ云えてくだ

さい。

今
月
は

8
月
に
か
か
っ
た
医
療

費
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

y 
d;日記険

ご
不
明
な
点
は
、
保
険
年
金
課

保
険
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

-ζの在会あなたの税がれさてれる

(11月11日---1?日は税を知る週間です〉

v平成7年度の園の当初予算は70兆9，871億円です。
歳出1，000円あたりのゆくえをみてみましょう。

(， 

国
や
地
方
公
共
団
体
は
、
私
た

ち
国
民
が
豊
か
で
安
定
し
た
暮
ら

し
が
で
き
る
よ
う
に
、
い
ろ
い
ろ

な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
例
え

ば
、
私
た
ち
の
身
の
ま
わ
り
を
見

て
も
社
会
福
祉
の
充
実
、
住
宅
や

道
路
の
整
備
、
教
育
の
振
興
な
ど
、

そ
の
活
動
は
幅
広
い
分
野
に
わ
た

っ
て
い
ま
す
。

税
金
は
、
こ
の
よ
う
に
国
や
地

方
公
共
団
体
が
活
動
す
る
た
め
の

大
切
な
財
源
で
あ
り
、
私
た
ち
が

生
活
の
向
上
と
安
全
を
願
う
限
り

ど
う
し
て
も
負
担
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
、
共
同
社
会
を
維
持
す
る

た
め
の
い
わ
ば
「
会
費
」
で
あ
る

と
い
え
ま
し
ょ
う
。

税
を
知
る
週
間
の
テ

l
マ
は

『
暮
ら
し
を
支
え
る
税
』
で
、
広
く

国
民
の
皆
さ
ん
に
、
税
の
意
義
や

役
割
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、

考
え
て
い
た
だ
け
る
よ
う
全
国
各

地
で
こ
の
時
期
に
集
中
し
て
各
種

の
イ
ベ
ン
ト
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

県や市町村へ

県や市町村の仕事

を助ける費用

公共事業

住宅・道路・公園など

をつくる費用

教育や

科学の振興

校舎の建設や宇宙

開発のための費用

149円

そのイ也
因のいろいろな

施策のための費用

このようにして国や地方公共団体に納められた税金は、
私たちの暮らしをより良くするために使われています。

(11月は標準営業約款の普及・登録促進月間です〉

信頼できる理容庖、美容庖、クリーニング庖のシンボルマ

伶マークとは )... -クです。厚生大臣認可の標準営業約款に従って営業して
いる安心と信頼のしるしです。

・お客様に提供するサービスの内容や設備または施設を明確に表示します。

・万一事故が起こった場合は、事故損害賠償基準に基づき、お客様に損害賠償

を行います。

・厳しい管理基準に従って営業施設の維持管理を行っていますので、

美しく、清潔で、気持ちの良いサービスを提供できます。

問い合わせ 県環境衛生課 (ft 0958⑫4780) 

(同長崎県環境衛生営業指導センター (ft0958⑫6329) 

お客様に

sマークのお届

-11 

-ご存じですか?



安
全
な
献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

献
血
の
申
し
込
み
に
は
、
問
診
に
あ
た

っ
て
項
目
ご
と
の
回
答
を
お
願
い
し
、
確

認
の
署
名
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

輸
血
を
受
け
る
患
者
さ
ん
の
安
全
性
を

確
保
す
る
た
め
、
左
記
に
該
当
す
る
人
は

献
血
を
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

-
エ
イ
ズ
検
査
が
目
的
の
人

-
こ
の
1
年
間
に
次
の
い
ず
れ
か
一
つ
に

該
当
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
人

山
不
特
定
の
異
性
と
性
的
接
触
を
も
っ
た

ω向
性
と
性
的
接
触
を
も
っ
た

ω売
(
買
)
春
行
為
を
し
た

凶
エ
イ
ズ
検
査

(
H
I
V
)
で
陽
性
と
い
わ

れ
た

矧
麻
薬
・
覚
せ
い
剤
を
注
射
し
た

山
間
右
記
川
j
矧
の
該
当
者
と
、
こ
の

1
年

間
に
性
的
接
触
を
も
っ
た

-
輸
血
や
臓
器
の
移
植
を
受
け
た
こ
と
が

あ
る
人

-
B
型
や
C
型
の
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
保
有
者

(
キ
ャ
リ
ア
)
と
い
わ
れ
た
人

・3日
以
内
に
抜
歯
を
し
た
人

-
梅
毒
な
ど
の
性
病
、

C
型
肝
炎
、
マ
ラ

リ
ア
に
か
か
っ
た
こ
と
が
あ
る
人

-
女
性
の
人
H
H
現
在
妊
娠
中
、
授
乳
中
ま

た
は
6
か
月
以
内
に
出
産
、
早
流
産
を

し
た
人

皆
さ
ん
の
献
血
に
対
す
る
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

それは献血愛

人
工
虹
門
・
人
工
ぼ
う
こ
う
造
設
者
に

対
す
る
講
習
会
を
聞
き
ま
す

平
成
7
年
度
、
大
村
・
諌
早
お
よ
び
北

高
地
区
「
長
崎
県
委
託
社
会
適
応
訓
練
事

業
」
、
人
工
旺
門
・
人
工
勝
脱
造
設
者
に

対
す
る
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
日
月
ロ
日
間
、
午
後
1
時
1
4
時

場
所
国
立
長
崎
中
央
病
院
地
域
医
療
セ

ン
タ
ー
大
ホ
l
ル

内
容
術
後
の
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
な
ど
に
つ

い
て

種
中

接

施

防予
実

か

咳

ア

風

し

日

テ

傷フ

は

百

ジ

破

ん

合混種三

し麻

お子様の体調の良いときに受けられるよう、年間を

通じて無料で実施しています。

詳しくは、『健康のしおりと国民健康保険』

ださい。

をご覧く

講
師

国
立
長
崎
中
央
病
院
泌
尿
器
科
医

長
堀
建
夫
先
生
、
外
科
医
宮
下
光
世

先
生
そ
の
他
ス
ト
マ
装
具
な
ど
の
展
示

問
い
合
わ
せ

同
日
本
オ
ス
ト
ミ
l
協
会

長
崎
県
支
部
(
宮
0
9
5
7
⑫
2
1
8
3

植
木
)

ベゴニア

「
さ
っ
き
園
」
の

入

所

者

募

集

平
成
8
年
4
月
1
日
、
東
大
村
1
丁
目

に
オ
ー
プ
ン
す
る
通
所
更
生
施
設
「
さ
っ

き
園
」
の
入
所
者
を
募
集
し
ま
す
。

入
所
資
格
満
日
歳
以
上
の
知
的
障
害
が

あ
る
人
で
、
通
所
可
能
な
人

詳
し
く
は
、
鈴
田
の
里
学
園
(
宮
⑬

0

0
5
4
)
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

健康テレホふサービス
大長崎告0958-26-5511

月 脳羊中の予防
1月1 火 床ずれの予防と治療

の 水 骨折を防ぐには(骨粗奪三症L関して)
ア 木 脳卒中後の言葉の訓練

金 ポケの予防マ
土・日 寝たきリLならないため(;:::

- 12-

ゆとり創造シンポジウム平戸大会

草JZP23fjff1倒
落語家 桂米丸氏

労働時間短縮好事符¥1企業表彰

問議持基準局監督課 (ft095ゆ 6343)
長崎県労政福祉課 (宮0958⑧3481)
鮒長崎県労働基準協会(宮0958⑬2450)



，b 用の火日頃のえて

平成7年11月号

備災害に

広報おおむら

1 1月9日-.，15日

一年のうちで最も火災が発生しやすい時期を迎えました。

財産や生命を一瞬にして奪うこともある火災は、未然に防ぐことが大切です。

ひとりひとりが日ごろの生活の中で“火の用心"に心がけましょう。

秋の全国火災予防運動

3.風の強いときは
たき火をしない。

z.子どもには、マッチや
ライターで遊ばせない。

11.寝たばこやたばこの
投げ‘捨てをしない。火の

用心
7つのポイント

7.ストーブには、燃えやす
いものを近づけない。

む.家のまわりに燃えや

すいものを置かなし'0
.JT.ふろの空だきを
しない。

4.天ぷらを揚げるときは、
その場を離れない。

大L

¥ イY.l~ 1ミ証と…ー『旬、 -~主，;-手h・~里岳~
帽同圃~色_ 1 -.ー;::::園匙a・』- 、.，U""IT  ___ r-..--了司

己主魁ベ\~ I ζ二二二
z 

|火事と救急・救助は ( 〆三主主

l「四番ヘ」lij
~サイレンを鳴らします~

。消防演習招集サイレン

11月9日(柄、午前8時

(15秒 - 6秒休止 -15秒)

※1119番」通報は、
落ち着いて正確に

。火災予防運動期間中、午後8時を「消防の

時間」と定め 1分間サイレンを鳴らします。

ー
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で
守
る

l

消
防
団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

大
村
市
は
、
現
在
、
人
口
約
8

万
人、

2
万
6
千
世
帯
が
あ
り
、

消
防
回
目
個
分
団
約
6
2
0
人
の

団
員
が
、
市
民
の
生
命
、
財
産
を

火
災
な
ど
の
災
害
か
ら
守
る
た
め

に
、
日
夜
奮
闘
さ
れ
て

い
ま
す
。

し
か
し
、
年
々
人
口
の
高
齢
化

が
進
む
中
で
、
若
い
層
の
人
口
が

伸
び
悩
ん
で
お
り
、
そ
れ
に
伴
い

消
防
団
に
入
団
す
る
若
い
人
も
少

な
く
な

っ
て
き
て
い
る
の
が
現
実

で
す
。
そ
こ
で
、
本
市
に
お
い
て
は
、

各
分
団
、
自
治
会
、
消
防
団
後
援

会
な
ど
の
協
力
を
得
て
、
団
員
の

入
団
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

一
人
で
も
多
く
の
若
い
人
が
、

消
防
団
の
こ
と
を
よ
く
理
解
し
て

「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
、
自
分
た

ち
で
守
る
」
と
い
っ
た
奉
仕
精
神

を
も

っ
て
入
団
し
て
く
れ
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。

資
格

年
齢
時
歳
以
上
で
あ

っ
て

身
体
強
健
の
人

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
大
村

市
防
災
対
策
室
(
大
村
消
防
署
内

宮
⑫
2
3
1
6
)

い
ざ
と
い
う
と
き
に
備
え
て
H

大
村
市
消
防
団
の
夏
季
特
別
教

養
訓
練
が
9
月
口
日
、
福
祉
セ
ン

タ
ー
な
ど
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

(市営補助グランド)

幹
部
団
員
の
指
揮
能
力
の
向
上

と
新
任
団
員
の
消
防
に
関
す
る
基

礎
知
識
と
技
能
を
修
得
し
て
も
ら

お
う
と
毎
年
聞
か
れ
て
い
る
も
の

で
、
今
回
は
約
3
0
0
人
が
参
加
。

午
前
中
は
、
法
令
や
火
災
予
防

に
つ
い
て
の
講
義
が
あ
り
、
午
後

か
ら
は
市
営
補
助
グ
ラ
ン
ド
で
、

台
風
の
影
響
の
た
め
強
い
風
が
吹

き
、
砂
ぼ
こ
り
が
舞
う
悪
条
件
の

中
、
参
加
者
は
分
別
行
進
・
ホ
l

一

ス
の
取
り
扱
い
な
ど
の
実
技
訓
練
日

に
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

一



取
り
壊
し
家
屋
の
届
け
出
は

早
め
に
済
ま
せ
ま
し
ょ
う

平
成
7
年
中
に
家
屋
の
全
部
を
取
り

壊
し
、
ま
た
は
一
部
取
り
壊
し
た
も
の

に
は
、
平
成
8
年
度
の
固
定
資
産
税
は

課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、

1
月
1
日
現
在
で
取
り
壊

し
の
確
認
が
で
き
な
い
場
合
は
、
課
税

さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
早
め
に

税
務
課
固
定
資
産
税
係
ま
で
届
け
出
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
法
務
局
に
手
続
き

済
み
の
も
の
は
除
き
ま
す
。

届
け
出

お
よ
び
問
い
合
わ
せ

1
税
務
課
固
定
資

産
税
係

、同蝿R・・

a 決第34回

市
立
病
院
の
消
防
訓
練

を
行
い
ま
す

入
院
患
者
の
避
難
・
誘
導
を
目
的
と

し
た
消
防
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。
火
災

報
知
器
の
ベ
ル
や
非
常
放
送
が
あ
り
ま

す
が
、
訓
練
の
た
め
の
も
の
で
す
の
で
、

お
間
違
い
の
な
い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ

さ
い
。
日
時

1
日
月
刊
日
側
、
午
後
2

時
か
ら

技

術

相

談

所

開

設

技
術
全
般
に
つ
い
て
、
企
業
の
皆
さ

ん
の
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。
ま
た
、
来

所
で
き
な
い
企
業
に
は
、
財
団
か
ら
出

向
き
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。
遠
慮
な
く

お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
開
設
日
時
H
H
平

成
8
年
3
月
末
ま
で
の
毎
週
火
・
水
曜

日
、
午
前
日
時
か
ら
午
後
4
時
ま
で

(
開
催
日
が
休
日
の
場
合
は
中
止
)

開
設
場
所

1
ナ
ガ
サ
キ
・
テ
ク
ノ
ポ
リ

ス
財
団
(
長
崎
県
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー

内
)
問
い
合
わ
せ

1
ナ
ガ
サ
キ
・
テ
ク

ノ
ポ
リ
ス
財
団
(
宮
⑫

1
1
3
8
)

み
ん
な
あ
つ
ま
れ

f

お
は
な
し
の
つ
ど
い

入
場
は
無
料
で
す
。
ご
自
由
に
参
加

く
だ
さ
い
。

日
時

1
日
月
お
日
出
、

午
後
2
時
か
ら
3
時
ま
で
場
所
H
H
中

地
区
公
民
館
内
容

l
影
絵
・
エ
プ
ロ

ン
シ
ア
タ
ー
-
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
・

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど
問
い
合
わ

せ

l
中
地
区
公
民
館
(
宮
⑬
1
3
7
6
)

。大村祭

日にち 11月3日(初
場所・時間

出発地点=鶴亀橋、午前10時30分~
お祭り広場=三城小学校、午前11時~
出演種目

ブラスパンド・みこしのパレード・

力ラーガード隊-チアガール・リズ

ムダンス-子どもバトントワラーズ・

民踊道行・日舞道行・ミス大村パレ

ード-今村浮立-黒丸踊-コッコデ

ショ-樽みこし・カーニバル

。大村祭前夜祭

日時 11月2日休)、午後6時30分~
場所市民会館

内容 ミス大村選彰式、職場対抗歌合

戦

“児童読書感想発表大会
市内の小学校から、推薦された子どもたちが読書感想を発表します。

どうぞおでかけください。

日時 =11月3日側、午前9時から 会場=中地区公民館

問い合わせ=市立図書館(宮⑫ 2457)

視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

親

子

映

画

⑨
⑧
⑧
⑧
⑨
②
⑧
⑧
 

子どもができたその日から、

10月10日のスッタモンダ f笑い

も涙も感動も、全拍手そろった

爆笑桃印エッセイのスペシャル

版。

「
そ
う
い
う
ふ
う
に

で
き
て
い
る
」

さ
く
ら
も
も
こ
著

ム一
A

10:00~11 :00 

14:00~15:00 

- 14-

(-~.) 医者しか知らない危険な話(中原英臣・富家一般書
孝著)/天使の骨(中山可穂著)/ かつら・

スカーフ・半ズボン(群ょうこ著)/ テロリストのパラソル(藤

原伊織著)/人工の華(三浦朱門著)/室町少年倶楽部(山田

風太郎著)/五重奏(アンヌ・フイリップ著)/遁か南へ(ロ

パート・ R・マキャモン著)/ クリムゾン・タイド(リチヤー

ド・ヘンリック著)

この他にもたくさんの新着図書をご用意しています。どうぞ

ご利用ください。 問い合わせ 市立図書館(宮⑫2457)

21分)
27分)

I "U'日 Irh ~ Iv /.¥. P *rl I |中地区公民館 I10:00~11 :00 

・ぉ月さんももいろ (アニメ 24分)

・海ガメさんのちえ (アニメ 20分)

(アニメ

(アニメ

-稲むらの火

・くずの葉ぎつね

視聴覚ライブラリー

(宮⑬3161市コミセン内)

問い合わせ



文

化

講

演

会

日
時

1
日
月
mu
日
側
、
午
後
6
時

1

場
所

l
長
崎
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ホ

テ

ル

演

題

l
「
や
さ
し
さ
と
き
び
し

さ

」

講

師

1
小
嶺
忠
敏
氏
(
国
見
高

校
サ
ッ
カ
ー
部
監
督
)
入
場
料

1
無

料
(
整
理
券
が
必
要
で
す
)
問
い
合

わ
せ

l
向
陽
幼
稚
園
(
宮
⑬

6
2
6
2
)

同
和
問
題
講
演
会

平成7年11月号

長
崎
県
で
は
日
月
日
日
か
ら
ロ
月
刊

日
ま
で
を
同
和
問
題
啓
発
強
調
月
間
と

定
め
て
お
り
、
次
の
催
し
を
行
い
ま
す
。

日
時

1
日
月
間
日
側
、
午
後
1
時
初
分

1

3
時

会

場

1
諌
早
文
化
会
館
講

師
H
H
馬
場
周
一
郎
氏
(
西
日
本
新
聞
社
)

・
同
和
問
題
啓
発
映
画
の
テ
レ
ビ
放
映

題
名

l
「
は
る
か
素
顔
の
四
歳
」

日
時
H
H
ロ
月
3
日
側
、
午
後
2
時
1

3

時
(
放
送
局

N
B
C
長
崎
放
送
)

地
域
開
放
講
座

広報おおむら

講
座
名
H
H
市
民
開
放
講
座
「
大
村
史
跡

め
ぐ
り
」
日
時
・
場
所

l
①
日
月
比

日

ω、
玖
島
城
付
近

②
日
月
幻
日

ω、
小嶺忠敏氏

東
彼
杵
町
歴
史
民
俗
資
料
館
周
辺

③

日
月
却
日
側
、
大
村
市
内

①
⑦
)
③
と

も
時
間
は
、
午
後
1
時
か
ら

4
時
ま
で

で
す
。
②
③
に
つ
い
て
は
、
貸
切
パ
ス

で
移
動
し
ま
す
。

集
合
場
所
H
H
県
教

育
セ
ン
タ
ー
参
加
費

l
無
料
(
入
館

料
を
除
く
)
定
員
H
H
初
人
(
定
員
に

な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。
)
申
込
方

法

l
電
話
か
ハ
ガ
キ
申
し
込
み
・
問

い
合
わ
せ

l
県
教
育
セ
ン
タ
ー
第
1
研

修
課
(
玖
島
1
丁
目
討
|

2

2

⑬

1

1
3
2
)
 

自
然
の
宝
庫

j

い
の
ち
の
輝
き
j

圏

c::::o 
『司

祭

日
時

1
日
月
同
日
目
、
午
前
日
時

1
午

後
3
時
日
月
刊
日
日
目
、
午
前
9
時
叩

分

1
午
後
2
時

場

所

l
県
立
大
村
園

芸
高
等
学
校
内
容

l
①
学
科
展
お
よ

び
農
産
物
の
展
示

②
学
校
生
産
物
お

よ
び
実
習
作
品
の
即
売

③
バ
ザ
!
な

と

向
陽
高
校
文
化
祭

一ア

l
マ
l
「
時
の
輝
き
心
の
輝
き
未

来
へ
は
ば
た
け
文
化
祭
」
期
日

1
日

月
4
日
出

1
5
日
岡

場
所

1
向
陽
高

校

内

容

1
学
科
展
お
よ
び
研
究
発
表
、

フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
、
演
劇
、
ダ
ン

ス
、
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
演
奏
、
各
種
バ
ザ

ー
な
ど
問
い
合
わ
せ

l
向
陽
高
校

(
宮
⑬
1
1
1
0
)

leI I¥ 

義守i
宮司
文
化
美
術
展

教
職
員
の
文
化
教
養
の
向
上
と
美
術

愛
好
を
奨
励
す
る
た
め
、
県
下
7
地
区

で
地
区
ご
と
に
美
術
作
品
を
募
集
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
で
展
示
し
ま
す
。
会

期
中
は
、
関
係
者
お
よ
び
市
民
の
皆
様

の
多
数
の
参
観
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

会
期

l
ロ
月
1
日
制
1

3
日
刷

会
場

H
H
諌
早
文
化
会
館
出
品
対
象
者

l
県

教
育
機
関
、
県
立
学
校
、
市
立
小
・
中

学
校
教
職
員
、
教
職
員
互
助
組
合
員
(
退

職
互
助
組
合
員
を
含
み
ま
す
)
作
品

の
種
類

l
絵
画
・
彫
塑
・
工
芸
・
デ
ザ

イ
ン
・

書

・
写
真
(
各
種
別
ご
と
に

1

人
2
点
以
内
。
県
内
で
未
発
表
の
も
の
)

申
込
期
限

1
日
月
2
日
側
ま
で
に
、
市

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
へ
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
口

問
い
合
わ
せ

1
市
教

育
委
員
会
学
校
教
育
課

自

衛

官

(自
衛
隊
生
徒
)

資
格
H
H
中
卒
(
見
込
み
)
で
げ
歳
未
満

の

男

子

受

付

1
日
月
1
日
制

1
8年

1
月
4
日
制

試
験

1
8年
1
月
6
日

出

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

1
自
衛

隊
大
村
募
集
事
務
所
(
宮
⑫

6
2
1
7
)

nC!曾
お
に
ぎ
り

コ
ン
ク
ー
ル

ヨベ r 

タ一4
fJ
 

皆
さ
ん
ふ
る
っ
て
ご
参
〆
加
く
だ
さ
い
。

多
数
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時
H
H
ロ
月
3
日
目
、
午
前
8
時
初
分

か
ら

場
所

1
大
村
市
農
協
募
集
チ

ー
ム

1
①
小
学
生
の
部
、
ー
チ
l
ム
5

人

②
中
学
生
の
部
、

1
チ
l
ム
5
人

③
親
子
の
部
、
ー
チ
i
ム
子
ど
も
と
父

親
ま
た
は
母
親
で

2
人

※

参
r
加
申
込

書
は
出
張
所
ま
た
は
子
ど
も
会
育
成
会

長
の
所
に
あ
り
ま
す
。

係問

dふ

わ
せ
11 

農
林
水
産
課
農
業
振
興

「
手
づ
く
り
版
画

年
賀
状
教
室
」
参
加
者

新
年
の
あ
い
さ
つ
を
、

真
心
込
め
た

手
づ
く
り
年
賀
状
(
多
色
刷
り
)
で
出

し
ま
せ
ん
か
。

(
材
料
費
は
実
費

・
受

講
料
は
無
料
)

期
日

1
日
月
M
日
制

1
ロ
月
日
日
樹
、

計
5
回
、
午
後
7
時

1
9時
対
象
・

定
員

1
成
人
別
人
講
師

1
成
瀬
勝
先

生
申
込
方
法
・
期
限

l
往
復
ハ
ガ
キ

に
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
・
教

室
名
を
書
い
て
、
日
月
6
日
側
ま
で
に

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・

問
い
合
わ
せ
H
H
中
地
区
公
民
館
(
松
並

1
丁
目
2
4
6
1
5
宮
⑬
1
3
7
6
)

市営住宅入居者

種別 住宅名 戸数 間取り
家賃

(月額・円)

3 K 12，000 
竹 松 5 

3DK 15，200 

1種 城 2 3DK 25，200 

原 口 1 3DK 27，200 

竹 松 1 3DK 16，600 

2種

松並第一 1 3DK 22，800 

午前10時30分~

建築課住宅係

申込期限 11月10日働

抽選日 11月20日(月)

入居日 12月1日住)

申し込み・問い合わせ

- 15-



全
国
「
半
島
と
岬
の
詩
」

応
募
内
容
・
資
格

1
半
島
と
岬
の
H

き

ら
め
き
ω

を
表
現
し
て
く
だ
さ

い。

ま

た
、
で
き
る
だ
け
個
別
の
半
島
名

(例

:
・
下
北
半
島
、
津
軽
半
島
)
ま
た
は
、

岬
名
(
例
・
:
室
戸
岬
な
ど
)
が
イ
メ
ー

ジ
で
き
る
内
容
で
あ
れ
ば
、
年
齢
、
性

別
を
問
わ
ず
ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま

す
。

応
募
方
法

l
①
詩
の
内
容
・
形

態
は
自
由
で
す
。
た
だ
し
、
未
発
表
の

も
の
で

1
人
1
作
品
と
し
ま
す
。
②
規

格
は

4
0
0
字
詰
め
原
稿
用
紙
3
枚
ま

で
(
ワ
ー
プ
ロ
可
)
③
原
稿
用
紙
の
最

終
頁
裏
面
に
、
左
記
を
ご
記
入
く
だ
さ

・
半
島
、
岬
名
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

性
別
、
職
業
、
電
話
番
号
、
テ
l
マ
お

よ
び
内
容
に
対
す
る
簡
単
な
コ
メ

ン
ト

応
募
締
切

l
ロ
月
紅
白
日

(
必
着
)

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

l
全
国

「半

島
と
岬
の
詩
」
募
集
実
行
委
員
会
事
務

局

(

宮

0
1
7
5
⑫
4
4
8
2
)

青
年
海
外
協
力
隊

秋
季
募
集
説
明
会

青
年
海
外
協
力
隊
は
、
国
際
協
力
事

業
団
が
実
施
し
て
い
る
国
の
事
業
で
す
。

開
発
途
上
国
の
人
々
と
新
し

い
国手つ
く

り
の
た
め
に
、
あ
な
た
の
可
能
性
を
試

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

募
集
資
格

1
満

初
歳
か
ら
ぬ
歳
ま
で
の
日
本
国
籍
を
持

つ
人

募
集
期
間

l
m
月
日
日
間
1
日

月
初
日
側

募
集
説
明
会

(大
村
市
)

1
1
月
9
日
鋼
、
午
後
6
時
初
分
1
9

時

場
所

l
市
コ
ミ
セ
ン
問
い
合
わ

せ
l
県
国
際
交
流
課
(
宮

0
9
5
8
⑫

1
1
1
1
)
 

「
ア
メ
リ
カ
ン
ラ
イ
フ
川

沖
縄
」
・
「
青
少
年
の
海
外

派
遣
」
参
加
者

。
ア
メ
リ
カ
ン
ラ
イ
フ

m
沖
縄

期
間

l
ロ
月
初
日
附
1
平
成
8
年
1
月

1
日
側

申
込
期
限
1
1
月
初
日
側

。
青
少
年
の
海
外
派
遣
事
業

-
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
野
外
活
動
体
験
:
-

U
月
お
日
刊
1
1
月
5
日
働

・ニ

ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
野
外
活
動
体
験

.・・
ロ
月
お
日
側
1
1
月
4
日
制

申
込
期
限

1
日
月
幻
日
例

対
象
・

参

加
費
な
ど
詳
し
い
こ
と
は
、

岡
国
際
青

少
年
研
修
協
会

(
東
京
都
新
宿
区
四
谷

2
1
1
大
村
ピ
ル

4
階

台

0
3
1
3

3
5
9
1
8
4
2
1
)
 

に
ん
じ
ん
グ
ル
ー
プ

(
料
理
教
室
)

定
例
日

l
毎
月
第
2
・
4
水

曜

日

時

間

1
午
後
7
時
か
ら
9
時
ま
で
場
所

H
H
中
地
区
公
民

館

会

費

1
月
額

2
、

0
0
円
申
し
込
み
先

l
福
田

(宮
⑬

3
2
9
2
)
 

百
秋
市
民
テ
ニ
ス
大
会

(
ダ

ブ

ル

ス

)

開
催
日

1
・
日
月
四
日
岡山・
:
男
女
B

・
お
日
制
:
・
男
女
A

※
雨
天
時
は
、

初
日
制

場
所
H
H

市
営
テ

ニ
ス

コ
ー
ト

(ボ
l
ト
場
横
)

参
加
資
格

1
市
内
在

住
者
お
よ
び
市
内
勤
務
者
参
加
料

1

1
組

2
、
5
0
0
円

(協
会
会
員
外
3
、

0
0
0
円
)

申
込
期
限

l
m月
紅
白

ω
申
込
先

1
市
テ
ニ
ス
協
会
・
広
瀧

(杭
出
津
2
丁
目
6
9
6
1
1

2
⑬
7

6
8
6
)
※
参
加
料
を
添
え
て
申
し
込

ん
で
く
だ
さ

い
。
(
注
意
)
参
加
料
は

不
出
場
の
場
合
で
も
返
却
し
ま
せ
ん
。

第
お

回
少
年
剣
道
大
会

日
時

1
ロ
月
刊
日
目

場
所

l
市
民
体

育

館

種

目

1
団
体
戦
、
個
人
戦
、
紅

白
戦
申
込
期
限

1
日
月
M
日
働

※
申
込
用
紙
は
、
各
道
場
へ
送
付
し
ま

す
。

申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ
l
ス

ポ
ー
ツ
振
興
課

第
日

E
チ
ャ
レ
ン
ジ
f

海
抜

O
m
か
ら
の
登
山

日
時
H
H
日
月
四
日
側
、
午
前
6
時
初
分

(市
役
所
前
広
場
集
合
)
コ
ー
ス
l
市

役
所
1
大
多
武
1
南
川
内
1
五
家
原
岳

1
黒
木
、
バ

ス
停
下
山

参
加
費
1
2
0

0
円
(
帰
り
の
交
通
費
は
含
み
ま
せ
ん

の
で
、

別
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
)

平
成

7
年
度

締
め
切
り

l
日
月
日
日
出

申
し
込
み
・

問
い
合
わ
せ

l
大
村
山
岳
会

(宮
⑬

1

8
5
4
池
野
)

- 16-

d 
熱戦が展開された市民ス
ポーツ大会 「インディア
カJ(10/10・大村高校体
育館)

準
優
勝

・
大
村
高
等
学
校
女
子
舵
手

付
き
フ
ォ
ア
ク
ル

1
1
全
九
州
高
等
学

校
体
育
大
会
漕
艇
舵
手
付
き
フ
ォ
ア
第

2
位

・
大
村
キ
ャ
ロ
ッ
ト

F
c
l
平

成
6
年
度
全
国
マ
マ
さ
ん
サ
ッ

カ
ー
大

会
準
優
勝

社
会
体
育
優
良
団
体
賞

・
竹
松
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

1

サ
ッ
カ
ー
競
技
の
普
及
発
展
に
努
め
た

体
育
功
労
賞

-
村
木
昌
浩
(
回
・
鬼
橋
町
)
H
H
大
村

市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
理
事

・
野
中

通
(
幻

・
水
計
町

)
1県
サ
ッ
カ
ー
協

会
常
任
理
事

・
田
方
一
明
(
九
・
玖

島
2
丁
目

)
l学
童
野
球
ク
ラ
ブ
の
育

成
、
少
年
野
球
の
普
及
発
展
に
寄
与
し

た

・
三
谷
仁
美
(
臼
・
沖
田
町

)
1

県
柔
道
協
会
常
任
理
事
・
中
野
俊
久

(
日
・
東
本
町

)
l
大
村
市
バ
ス
ケ

ッ

ト
ボ
ー
ル
協
会
副
会
長

「
ス
ポ
ー
ツ
賞
」
「
社
会
体
育
優
良
団
体
賞
」

「
体
育
功
労
賞
」
に

6
個
人
・

2
団
体
が
受
賞

体
育
の
日
の
日
月
刊
日
、
市
民
体
育

館
で
、
本
市
の
社
会
体
育
の
普
及
発
展

に
寄
与
さ
れ
た
方
や
、
ス
ポ
ー
ツ
で
活

躍
さ
れ
た

2
団
体
、

6
個
人
に
「
ス
ポ

ー
ツ
賞
」
「
社
会
体
育
優
良
団
体
賞
」
「体

育
功
労
賞」

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
表
彰

を
受
け
ら
れ
た
の
は
、
次
の
方
々
で
す
。

(
敬
称
略
)

ス
ポ
ー
ツ
賞

-
中
村
真
代

(日

・
松
並
1
丁
目
)
走

り
幅
挑
ぴ

l
全
九
州
中
学
校
体
育
大
会

第
2
位

・
塚
原
留
美
(
時
・
久
原
1

丁
目
)
漕
艇
シ
ン
グ
ル
ス
カ
ル

1
全
九

州
高
等
学
校
体
育
大
会
第
2
位

・

里

智
行

(
担
・
古
賀
島
町
)
銃
剣
道

1
団

体
優
勝

・
益
田
伸
祐

(認

・
古
賀
島

町
)
銃
剣
道

1
団
体
優
勝

・
山
下
信

晴
(
羽

・
植
松
3
丁
目
)
銃
剣
道

1
秋

季
国
体
団
体
準
優
勝

・
山
田
守
(
お
・

古
賀
島
町
)
銃
剣
道
H
H
秋
季
国
体
団
体



10月10日側、各地区代表による

各種競技の熱戦がくりひろげら

れました。成績は左記の通りで

す。

熱戦を繰り広げた

市民スポーツ大会

。ソフトポール

①上久原

②竹松本町第2

。バレーボール

①協和町

②須田ノ木

。インディアカ

男子①サ万ョウナイスガイ

②菖蒲ブルー

女子 ①菖蒲レッド

② サンジ、ヨウキン

。ゲートポール

①西三城

②寿古

。グラウンドゴルフ

①竹松本町松竹会

②上小路A

ヂ
」
室
町
一
け
川

tdl

パ
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

ご
好
意

。
香
典
返
し

(
敬
称
略
)

平成7年11月号

社
会
福
祉
基
金
へ

V
北
村
徳
巳
(
大
里
町
)
叩
万
円

V
溝
口
末
男
(
池
田
新
町
)
叩
万
円

V
瀬
崎
秀
明
(
片
町
)

3
万
円

V
辻
保
一
郎
(
諏
訪
2
丁
目
)

5
万
円

V
赤
水
保
雄
(
武
部
町
)
初
万
円

文
化
基
金
へ

V
田
崎
亨
(
玖
島
3
丁
目
)
初
万
円

社
会
福
祉
協
議
会
へ

V
松
永
繁
一
(
杭
出
津
2
丁
目
)
叩
万
円

V
大
鋳
一
郎
(
杭
出
津
3
丁
目
)
初
万
円

V
山
川
菊
夫
(
植
松
3
丁
目
)

2
万
円

V
田
場
ユ
キ
子
(
久
原
2
丁
目
)
5
万
円

V
北
村
延
子
(
諏
訪
1
丁
目
)

5
万
円

大
村
市
医
師
会
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
へ
V

田
崎
亨
(
玖
島
3
丁
目
)
3
万
円

広報おおむら

。
一
般
寄
付

大
村
市

V
九
州
電
力
側
大
村
営
業
所

l
防
犯
灯

日
基
新
市
民
プ
ー
ル
へ

V

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協
会
3
3

7
|
C
地
区

1
記
念
植
樹

社
会
福
祉
基
金
へ

V
串
本
清
司
(
原
口
町
)
3
千
円

V
北
和
則
(
玖
島
1
丁
目
)
3
千
円

市
立
病
院
へ

V
飯
倉
卓
治
(
鬼
橋
町
)
叩
万
円

V
野
中
素
(
諌
早
市
)
初
万
円

文
化
基
金
へ

V
大
村
吟
詠
会

l
m
万
円

V
中
村
朋
美
(
西
三
城
町
)
初
万
円

社
会
福
祉
協
議
会
へ

V
大
村
市
銀
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
会

1
3

万
円
清
和
園
へ

V
大
村
獅
子
舞
保
存
会

l
慰
問

V

日
本
た
ば
こ
産
業
開

l
た
ば
こ

V

フ
ラ
ワ
ー
シ
ョ
ッ
プ
タ
カ
ハ

ラ
1
生
花

V
陰
平
上
婦
人
会

l
踊
り
慰
問

V

河
野
文
子
(
荒
瀬
町
)
菓
子
類

V
親
奉
会
(
森
安
太
郎
・
中
島
松
一

・

末
永
辰
夫
・
松
尾
謙

)
1理
容
奉
仕

慈
恵
荘
へ

V
津
田
忠
和
(
長
崎
市
)
2
万
円

V
上
村
摂
子
(
南
串
山
町
)
初
万
円

V
吉
田
治
(
上
諏
訪
町
)
叩
万
円

V

日
本
た
ば
こ
産
業
側
H
H
た
ば
こ

V
大
村
獅
子
舞
保
存
会

l
慰
問
ほ
か

V
石
場
輝
(
多
良
見
町
)
手
芸
教
室
指
導

V
赤
木
信
雄
(
富
の
原
2
丁
目
)
作
業
奉
仕

V
楠
啓
二
(
西
大
村
本
町
)
理
容
奉
仕

V
長
崎
県
美
容
業
環
境
衛
生
同
業
組
合

l
理
容
奉
仕

V
長
崎
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
院
生

l
車
椅
子
磨
き
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

V
松
永
シ
ズ
エ
ほ
か
(
松
並
1
丁
目
)

生
花
教
室
指
導

V
郡
中
学
校
ブ
ラ
ス
バ

ン
ド
部

l
演
奏

V
芳
文
会
H
H
舞
踊

V
黒
田
喜
寿
(
乾
馬
場
町
)
言
葉
の
リ

ハ
ビ
リ

V
谷
村
浩
ほ
か
(小
路
口
町
)
バ
ン
ド
演
奏

泉
の
里
へ

V
立
正
佼
成
会

1
供
養

V
大
鋳

一
郎
(
杭
出
津
3
丁
目
)
7
万
円

V

日
本
た
ば
こ
産
業
側

1
た
ば
こ

V
大
村
民
踊
協
会

1
2
万
円
・
慰
問

V
大
村
獅
子
舞
保
存
会

1
慰
問
ほ
か

V
徳
泉
川
内
老
人
会

1
清
掃
作
業
奉
仕

V
永
測
屋

1
ま
ん
じ

ゅ、っ

V

と
き
わ
保
育
園

l
慰
問

大
村
子
供
の
家
へ

V
赤
水
清
春
(
本
町
)

1
万
円

V
大
村
市
遊
魚
組
合

1
魚
釣
り
招
待
ほ

，刀V
谷
本
康
子
ほ
か
(
杭
出
津
2
丁
目
)

菓
子
V
大
村
野
上
倒

1
肌
着

V
園
田
信
夫
(
寿
古
町
)
う
な
ぎ

V
開
法
寺
子
ど
も
会

1
米

V
長
崎
き
の
こ

1
し
め
じ

V
長
崎
県
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
会

1

ゴ
ム
ボ
ー
ト
大
会
招
待

光
と
緑
の
圏
向
陽
寮
・
乳
児
院
へ

V
黒
木
医
院

1
図
書
5
万
円

V
天
理
教
婦
人
部

l
縫
い
物
奉
仕

V

ヘ
ア
l
メ
イ
ク

M
l理
容
奉
仕

V

お
話
の
会

1
読
み
聞
か
せ
・
歌

V

エ
フ
ワ
ン
東
京
屋

1
学
生
ズ
ボ
ン
・

コ
l
ト
ほ
カ

鈴
田
の
里
学
園
へ

V
芦
塚
ユ
キ
エ
(
富
の
原
1
丁
目
)
日

万
円
V
川
本
勝
次
(
弥
勅
寺
町
)
果
物

う
ぐ
い
す
の
正
へ

V
琴
浦
、
ン
ヅ
(
竹
松
本
町
)
1
万
円

V
西
大
村
地
区
婦
人
会

1
民
踊
ほ
か
交

流
・

5
千
円

V
宇
土
ヨ

シ
ほ
か
(
木
場
1
丁
目
)
民

謡
交
流

V
野
口
ハ
ツ
(
東
大
村
1
丁
目
)
唱
歌
・

読
み
聞
か
せ
交
流

V
長
岡
誠
(
中
岳
町
)
い
ち
ご
苗

V
大
村
獅
子
舞
保
存
会

1
獅
子
舞
交
流

V
陰
平
ス
エ
ノ
(
杭
出
津
2
丁
目
)
果
物

V
石
丸
サ
ダ
(
諏
訪
1
丁
目
)
観
葉
植
物

11
11
1

0
1
-
-
O

I
l
-e
O
I
l
i-
-

兵
庫
県
南
部
地
震
災
害

(

阪

神

大

震

災

)

義
援
金
を
被
災
地
ヘ

，，----¥ 

9 
市月
受 2
イ寸日
分 1
• 10 
敬月
称 1
略日
¥』戸/

義・
援み
金つ
総る
額グ
2 レ
4 
フ

4 ~わ
1 10;;;: 
7 月甘
，様
3ι -
liえ同
白$

お
わ
び
と
訂
正

叩
月
号
四
ペ
ー
ジ
、
ご
寄
付
ご
好
意

の
欄
で
、
社
会
福
祉
協
議
会
へ

V
坂
本

捷
一
と
あ
る
の
は
、
坂
元
捷
一
の
間
違

い
で
す
。
お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。
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カレジター11周の
刊
月
は
、
市
県
民
税
(
3期
)
と
国
民
健
康
保
険
税
(
5
期
)
の
納
期
で
す
。

(
納
税
は
便
利
な
口
座
振
替
で
)

1日 妊婦教室(1) 中地区公民館 13:30~16:00 
16(本日) 

定期巡回献血
(水) ⑮母子健康手帳 市役所 9:30~12:00 

28  明日の親のための学級(6)市コミセン
1(8土日) 耳とことば‘の相談(本) 13:30~16:00 ⑮母子健康手帳

福祉センター 13:00~15:00 

3日 当番医
((内整骨)フジ伺腸科クリニック東本町 宮⑬⑫8686 19日 当番医(金・祝) )牟田整形外科医院 古町2丁目宮 4501 

(日)
(内・小)長崎医院 寿古町宮⑮⑫8615 

5日 当番医
(皮・泌)佐伯皮ふ科泌尿器科医院東本町宮 4330 

(日)
(内)さくらクリニック 池田 1丁目 宮⑬⑭8819 健康よろず相談 竹松出張所 13:30~15:30
(整)貞松病院 東本町宮 1161 20日 ⑮血圧・コレステロール・貧血・肥満など
安産教室 ~ラマーズ法を練習 しましょう~ (用) で気になる人、介護面の相談など

6日 ⑮市鍛健コ母康子ミ相セ健談ン康 9 :30~11 :00 ⑮健康手帳

(用)
手帳、ズボン

一 市役所健康相談室 13:00~16:00
2(1火日) 乳幼児健康相談⑮血圧測定、みそ汁の塩分濃度測定ほか 鈴田出張所 ⑧9:30~11:00 

ワ日
乳幼児健康相談 福重出張所

2(2水日) 妊婦教室(4)中地区公民館 13 :30~16 : 00 
明⑧日13:30~15 : 00 

(火) の親のための学級(7) ⑮母子健康手帳

市コミセン 18: 30~20: 00 
23日 当番医8日 妊婦教室(2)中地区公民館 13:30~16:00 (内・小)寺井医院 玖島1丁目宮⑭⑫3574 

(水) ⑮母子健康手帳、ズボン (木・祝)(外) 山下外科医院 西三城町宮 7122 
9日 機能訓練根気の会 福祉センター 13:30~ 15:30 

1歳6か月児健康診査 市コミセン
(本) ⑮レク リエーション、言語訓練

⑧ 13 :OO~ 13 :30⑮平成6年4月生まれ (平

1(0金日) 成人の健康相談 福祉センター 13 :OO~ 15 :00 24日 成5年11月~平成6年3月生まれで、まだ受け
⑮40歳以上 ⑮血圧測定・みそ汁の塩分濃度測定ほか

(金)
ていない人も受診してください)⑮母子健

12日 当番医
康手帳、問診票、タオル、歯ブラシ(母子とも)

(内・消)南野内科消化器科医院 東三合城⑬町586宮4・8⑬自⑫37433010 
成人の健康相談 福祉センター 13:00~15:00

(日) (整) 松永整形外科医院西大村本町 ⑮⑮...10日倒と同じ

ことLfの教室 市コミセ ン 13 :30~ 16:00 26日 当番医
(初めての人は、健康増進課まで電話で申し

(日)
(内・小) 中村医院 東本町 宮⑫ 2733

13日 込んでください) (耳) 下山耳鼻咽喉科医院 原口町宮⑬0648
⑮母子健康手帳 ⑮ ことばの発達などが気

(用) になる幼児 2?日 乳幼児健康相談 三浦出張所 ⑧9:30~11 :00 
明Bの親のための学級(8) ことば.の教室 市コミセン 13:30~16:00 

市コミセン 9:30~13:00 (月) ⑮⑮… 13日(月)と同じ

14日 乳幼児健康相談 市コミセン

2独9日) 機能訓練根気の会 市コミセン 10:00~13:00⑧⑮ 9:30~11:00、 13:30~15:00
(火) 離乳食教室 ⑮ 調理実習

15日 妊婦教室(3)中地区公民館 13:30~16:00 30日 1歳6か月児健康診査 市コミセン
(水) ⑮ 母子健康手帳 ③ 13:00~13 :30 

3歳児健康診査 大村保健所
(本) ⑧⑮…24日制 と同じ

16日 ⑧⑩ 生 9:15~9:45、 13 ∞~13:30
略号の説明 ⑧…対象 ⑧…受け付け ⑮…内容平成4年5月生まれ (平成3年11月 ~4年4月

(本) まれで、まだ受けていない人も受診して 診療⑮時…持ってくるもの
ください)⑮母子健康手帳、問診票 当番医の 間 9:00~18:00

毎
月
1
回
発
行

発
行
所
/
大
村
市
役
所
(
長
崎
県
大
村
市
玖
島
1
丁
目
お
番
地

雷
刊
⑬

4
1
1
1
)

編
集
/
秘
書
広
報
課

印
刷
所
/
第
一
印
刷
側

敬老会の催しを楽しむ鈴団地区老人会の

皆さん (9/15・鈴田小学校体育館)

市民相談コ ーナー(秘書広報課)ですべて無料で行っています。

お気軽にご相談ください。

人権相談 ( 2日・木 10: OO~ 15 : 00) 
行政相談 ( 9日・木 9: 30~12 : 00) 
法律相談 (15日・水 10: 00~15 : 00) 
(法律相談は申し込みが10人になり次第締め切ります)

年金相談 (22日・水 10: 00~15 : 00) 
不動産相談 (24日・金 13: 00~16 : 00) 
受通事故相談 (28日・火 10: 00~16 : 00) 

※受け付けは午前8時30分からです(電話での受け付けはいたしません)。

日
月
の
定
例
相
談
日

「広報おおむら」は再生紙

(古紙40%)を使用しています。

- 18 

11 月の大村ボート (3 日 ~8 日 ・九スポ杯争奪新鋭リ ーグ競走第21戦、

16 日 ~20 日、 23 日 ~28 日・日本MB選手会会長杯)
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